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研究成果の概要（和文）：　固体表面付近に振動エネルギーが集中して伝わっていく弾性表面波（レイリー波）
を用いた超音波モータの研究を行っている。弾性表面波基板には，ニオブ酸リチウム（128°回転Y板）をステー
タとして用いている。しかし，摩擦力で駆動をおこなう弾性表面波モータにおいては，ニオブ酸リチウムの耐摩
耗性が問題となり，実用化する上での障害となっている。そこで，振動の励振にはニオブ酸リチウム素子をもち
い，励振された振動をサファイア基板に接触伝搬させることで，耐摩耗性の高いサファイアを摩擦駆動面として
用いる新しい振動子の構成について実験的に研究を行い，サファイア基板面にレイリー波を励振できることを示
した。

研究成果の概要（英文）：The surface acoustic wave (SAW) motor, as a type of traveling wave 
ultrasonic motor, has been studied for years. A Rayleigh wave is excited by a unidirectional 
interdigital transducer (U-IDT) in a lithium niobate stator. Through frictional force, a driven 
slider can achieve linear motion. At the contact surfaces of the stator and slider, one problem 
observed is the lack of tolerance to wear. Owing to the large mohs hardness, a novel approach to the
 fabrication of a sapphire stator is investigated to improve frictional durability. In the novel 
sapphire stator, the Rayleigh wave, generated by the lithium niobate U-IDT transducer, is 
transmitted to the sapphire stator surface through pure mechanical integration. Through measurement 
results, the sapphire stator is evaluated via the admittance characteristics of the wave excitation 
unit, the normal vibration of the Rayleigh wave, and the horizontal vibration velocity of the 
Rayleigh wave.

研究分野：超音波工学
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  １版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　サファイアと同じ組成であるアルミナ・セラミクスを摩擦材として実用化された超音波モータでは，動作距離
10,000km（推定10,000時間）の寿命を実現している。アルミナ・セラミクスの単結晶材料であるサファイアを摩
擦駆動部に用いることで高い耐久性が期待できる。振動発生部には，単結晶ニオブ酸リチウムを用いることで高
いパワー密度を実現し，摩擦駆動部には，耐摩耗性と機械強度に優れた単結晶サファイアを用いることで高い耐
久性を目指しているのが，本弾性表面波モータである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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